
 

 

 

 
  

                 

 
  

1月7日（水）に始業式がありBJS第３学期がスター

トしました。始動のその日、園児・児童・生徒が全員揃っ

て初日を迎えることができたことを喜びました。「始業式

校長式辞」から一部抜粋します。 

*************************************************** 

（前略）冬休み前の終業式で話したことを覚えています

か？「敢えてスマホやタブレットなどのデジタル機器に触

れない時間を作り出したり、『読書の世界を楽しむ』時間

を増やしたりして、充実した冬休みになることを願ってい

る」とお話ししました。 

どうでしたか？人はみな同じように一日 24 時間が与

えられています。その大切な時間をどのように使うかは、

「自分はどのような生き方をするのか」にもつながる大切

な問題です。過ぎ去った過去は変えられないけれど、これ

から先の未来は自分の努力で創り上げていくことができ

ます。冬休みに自分の時間の使い方が上手くいかなかった

人は、この３学期の毎日の時間の使い方についても担任の

先生と一緒に考えていくことを強く望みます。 

 さて、お正月と言えば、「一年の目標・頑張りたいこと」、

「抱負」と言いますが、その年の始まりにこれらを立てる

ことがあります。もうすでに考えている人、これから抱負

を考える人、いろいろでしょうが、その時に３か月後の自

分を想像してみて下さい。３か月後、新しい学年や校種、

もしかするとBJSとは違う場かも知れません。その時の

自分をイメージすることも大切です。そして、保護者の方

も含めて、３か月後・あるいは１年後・３年後のなりたい

自分の姿を描くことも重要だと思います。目標や抱負を立

てることが目的ではなく、それを達成することが目的で、

達成のための手段が重要です。先ほども言いましたが、過

去は変えられないけど、未来は自分の努力で創り上げてい

くことができます。そして、皆さんの未来はこれからまだ

まだ長く続きます。 

（中略）３学期の終わりには大きな節目の日を迎えま

す。修了式で今の学年を終えます。卒園式では、ペンギン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

組の4名のお友達が幼稚園を旅立ちます。卒業式では、小

学部６年生 1 名が小学校を旅立ち、中学部３年生２名が

BJSを旅立ちます。 

 また、同じ日の離任式で、東郷莉紗先生と、校長・吉田

がBJSを去ることとなりました。このBJSにおいて、一

緒に過ごすことのできる時間は限られています。「旅立ち」

はお祝いです。そして「別れ」は寂しいことです。だから

こそ、子どもも大人も、この短い３学期の日 を々大切に 

し、節目のその日を胸を張って迎えましょう。 

 おわりに、幼稚園のイイン先生と、事務員のステフィさ

んについてお話しします。イイン先生は病気療養のため一

年間休職されていましたが、２学期で幼稚園を去られるこ

とになりました。健康の回復を心からお祈りします。また、

ステフィさんは赤ちゃんの出産後、育児のためのお休みを

とられていましたが、残念なことに病気を患い、現在療養

中のためしばらくの間お休みになります。病気の方は良い

方向に進んでいると聞いています。早く病気が治り、再び、

元気にBJSでお会いすることを心から願っています。 
 

 

 

 

1月9日（金）から群馬大学３年生今泉彩香さん（数学専

攻）と小板橋優太さん（外国語専攻）がBJS でインターン

シップを行っています。

2019 年度末に群馬大学

とBJSとで「インターン

シップに関する協定」を

結び、以後毎年、教員を志

す学生さんが BJS を訪

れ、様々 なことを経験し 

ながら学びを深めることを重ねてきました。 

 今回、お二人は、それぞれ日ごとに在籍学級を設定し、子ど

もたちと共に授業を過ごし（授業見学）、数回の授業も担いま

す。インターンシップ期間は、1月15日（木）までの一週間

と限られてはいますが、BJSの子どもたちにとっても、学生

の方にとっても有意義なものになることを願っています。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 太陽の子 1月号 
令和8年1月12日 

バンドン日本人学校 

学校だより 

「群馬大学・インターンシップ」 

第３学期始業式 

左 : 小板橋さん、右: 今泉さん 

中央は引率の大下准教授 


